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研究報告 
 

ジカルボン酸トランスポーターSlc13a2 を標的とするガイド RNA 2 種類（開始コド

ンを含むエクソン領域の両端を認識）を作製し、in vitro 系評価系において有効性を確

認した後、受精卵にインジャクションした。その結果、それぞれの遺伝子エクソン全体

を欠失する遺伝子改変マウスの樹立に成功した。これらのマウスについて DSS 誘導性

大腸炎への感受性を解析した。さらに、ジカルボン酸の受容体であり機能が不明な点も

多い Grp91 欠損マウスも同様な手法によって作出した。 


